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なお、本書の英語版 “IBU BUDO SERIES Vol.1 The History and 
Spirit of Budo”（2010）、『武道論集』第２集「中学校保健体育にお
ける武道の指導法」（2009）、第３集「グローバル時代の武道」（2012）、
“Vol.2 Budo in the Global Era”（2013）も刊行しています。合わせ
てご参照いただければ、幸いです。 2013年９月
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国際組織の名称 結成年度 発足時の加盟国数 2006年現在の加盟国数
国際柔道連盟 1951 11ヶ国 199ヶ国地域
国際剣道連盟 1970 17ヶ国地域 47ヶ国地域
世界空手道連合 1970 33ヶ国 173ヶ国地域
少林寺拳法世界連合 1974 15ヶ国 31ヶ国
国際合気道連盟 1976 29ヶ国 42ヶ国地域
国際なぎなた連盟 1990 ７ヶ国 13ヶ国
国際相撲連盟 1992 25ヶ国 77ヶ国地域






























































































































（注９） 井上俊『武道の誕生』155 ～ 164 頁参照。
（注 10） 講道館柔道出身の富木謙治は、乱取り法が必要として競技化した日本
合気道協会を組織している。






出の他、財界から 17 億５千万円の募金、千葉県から 10 億円の補助金、勝浦市
から３万坪の土地の無償提供があった。『日本武道館三十年』（日本武道館）
139 ～ 145 頁参照。また教学組織の確立には、元・文部省体育局長・前田充明
らが尽力した。『国際武道大学 10 周年記念誌』参照。
（注 14）国際シンポジウムは、京都の国際日本文化研究センターで 11 月 18 日
から 22 日まで、世界各国の武道研究者 49 名が集まり、発表と討議、さらに一
般向けの講演会も開かれた。その記録が、次に挙げる文献９である。
■武道についての主な文献













3.  『図説  日本武道辞典』笹間良彦　柏書房　初版；1982、普及版；2003
歴史的な起こりから現代武道まで武道に関して網羅的に項目を立て、図解を
多く載せて解説した大冊の辞典。
4.  『増補  武芸流派大事典』  綿谷雪・山田忠史編　東京コピイ出版部　1982
武術の流派について、網羅的に挙げて説明している大冊の事典。主な武芸者
については簡単な伝記も載せる。


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（注 7）国際剣道連盟 International Kendo Federation では設立以来、IKF の略称












10 世 紀 後 半 反りと鎬をもつ日本刀が出現。
平治 1 （1159） 源義経、鞍馬山僧正ヶ谷で鬼一法眼に剣を学んだといわれる。
弘和 4 （1384） 中条兵庫助長秀、将軍足利義満に召され剣道師範となる。
応永 15（1408） 僧慈音、信州波合に長福寺を建立、念大和尚と称す。
文正 1 （1466） 愛洲移香、陰流を開く。
大永 2 （1522） 塚原ト伝、新当流を開く。
享禄 2 （1529） 上泉伊勢守、愛洲移香より陰流を授かる。
永禄 8 （1565） 柳生宗厳、上泉より一国一人印可を授かり、柳生流を創始。
天正 4 （1576） 伊藤一刀斎、一刀流を創始。
文禄 3 （1594） 徳川家康、柳生石舟斎・宗矩父子に起請文を差し出す。
寛永 9 （1632） 柳生但馬守宗矩、「兵法家伝書」を著す。
正保 2 （1645） 宮本武蔵、「五輪書」を著す。
天和 2 （1682） 伊庭是水軒、心形刀流を開く。
正 徳 年 間





宝 暦 年 間
 （1750 年 代 ）
一刀流の中西忠蔵、防具をさらに改良し、ほぼ現代剣道の防具の原
型が完成。竹刀防具を用いた試合剣術を始める。
寛政 4 （1792） 幕府は武芸奨励の令を発布。
文政 5 （1822） 北辰一刀流、千葉周作が「玄武館」を開設。このころ、町道場が隆盛。
安政 3 （1856） 幕府は築地に講武所を創設。剣術師範として男谷精一郎信友が就任。
明治 4 （1871） 廃藩置県、散髪脱刀勝手の令発布。
明治 6 （1873） 榊原鍵吉、浅草左衛門河岸で撃剣興行。
明治 7 （1874） 警視庁設置。佐賀の乱。
























大正 1 （1912） 大日本帝国剣道形が制定される。
大正 2 （1913） 京都帝国大学主催、第 1 回全国高等専門学校剣道大会が開催される。
このころより、大学主催の剣道大会が盛んに行なわれる。
大正 7 （1918） 武術家優遇例を武道家表彰例と改称。
大正 13（1924） 第 1 回明治神宮競技大会において、剣道大会も開催。
大正 14（1925） 第 50 議会において、武道が中学校の必修独立科目として可決される。
昭和 6 （1931）「中学校令施行規則」が改正され、柔道・剣道がはじめて科目となる。
「師範学校規程」が改正され、武道を尊重すべき旨がうたわれる。






昭和 13（1938） 日独伊親善のため、学生武道使節団（剣道 6 名、柔道 6 名）をドイツ・
イタリアへ派遣。


















































































































































のは、柄が1.2 m という短いものから2.4m に及ぶ長いものもあり、












































































































































































































































































































































































































































































































































































1956 第 1 回全日本薙刀選手権大会開催（宮城県仙台市で）
1958 文部省への学校薙刀の申請過程で「なぎなた」表示に変更




















1993 第 1 回全国中学生なぎなた大会開催
1995 第 1 回世界なぎなた選手権大会開催
















































突 き 方 直突、繰り込み
受 け 方 刃部、柄部



































● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
敗に拘るのではなく、
修

















面 物打（切先から 15cm ～ 20cm）
側面 面の中心より 25°～ 30°横
小手 物打（切先から 15cm ～ 20cm）
胴 物打（切先から 15cm ～ 20cm）
脛
刃部での打突時は物打柄部での打突時は、石突より







































































































































































































































（注２）Ellis Amdur, “The Development and History of the Naginata" in Journal 








（注７）梶原正昭、山下宏明『平家物語 上』（『新日本古典文学大系 44』）242 頁






（注 12）中村民雄前掲書 8 頁
（注 13）二木謙一（ほか）前掲書 203 頁
（注 14）日本武道館（編）『日本の武道』506 頁
（注 15）日本武道館（編）『日本の武道』より引用
（注 16）中村民雄前掲書 17 頁
（注 17）石原卓馬「なぎなた八重子、一途に稽古する話」（下）『剣道時代』
1982 年 7 月号 67 頁
（注 18）同上 70 頁
（注 19）中村民雄『今なぜ武道か』361 頁
（注 20）全日本なぎなた連盟（編）『新・なぎなた教室』13 頁より作成
（注 21）同上 28 頁
（注 22）全日本なぎなた連盟『なぎなたハンドブック』30 頁
（注 23）同上 31 頁
（注 24）同上 37 頁
（注 25）全日本なぎなた連盟『全日本なぎなたの形教習書』76 頁
■なぎなたに関する文献リスト




















































































































































































































































































































































































































































































































































































範士 教士 錬士 段級位 合　計
全日本弓道連盟 107 1,794 4,361 124,005 130,267
ドイツ弓道連盟 1 5 1,126 1,132
フランス弓道連盟 1 12 345 358
アメリカ弓道連盟 9 233 242
イタリア弓道連盟 1 4 146 151
スイス弓道連盟 2 109 111
ベルギー弓道連盟 1 81 82
英国弓道連盟 1 2 77 80







アイスランド弓道連盟 1 13 14
ルクセンブルク弓道連盟 1 13 14



















































































































































































































































遠笠懸と小笠懸があり約 109 ｍの直線馬場から的を射る。遠笠懸は約 20 ｍ先
の円的を射る。小笠懸は至近距離にある角的（約 24 cm 的、地上約 36 cm）を
射る。犬追物は約 160 ｍ角に竹垣を張り巡らせた馬場に４騎で犬を追って射る。
犬















































（注 7）昭和 20 年（1945）11 月６日文部省発体 80 号「終戦ニ伴フ体錬科教授










い。課外活動としての弓道は 2,100 校で実施され、部員数も 64,975 人（平成



























































































































































































































（注 1） 投げ技指導の要目。42 本からなり、1895 年（明治 28 年）に制定される。
その後、1920 年（大正 9 年）改正され 40 本となり今日に至る。
（注 2） 形による稽古法は我が国伝来の修練方法といえる。乱取（自由練習）で
使われる技の理論と実際を学ぶ「投の形」「固の形」は、明治 17.8 年の頃制作













年～ 36 年『国士』、大正 3
年～ 7 年『柔道』、大正 8
年～ 11 年『有効乃活動』、
大正 11 年『大勢』、大正

































































回数 年 期　　間 主な訪問先 主　な　目　的
1 1889 約1年4ヶ月 欧州諸国 ・教育事情の視察と柔道紹介
2 1902 約３ヶ月 清国 ・教育と柔道を紹介
3 1905 約３ヶ月 清国 ・教育と柔道を紹介










6 1921 約３週間 上海
・第5回極東競技大会に IOC
委員として出席




















11 1934 約４ヶ月 欧州
・IOC 委員会出席
・柔道の普及活動

















































































































































1949年   5月 全日本柔道連盟結成
 11月 国民体育大会に柔道加わる
1950年 10月 学校における体育教材に柔道認められる




1952年  12月 国際柔道連盟（IJF）に日本加盟。会長に嘉納履正
全柔連会長が就任
（加盟17ヶ国）
1956年   5月 第１回世界柔道選手権大会開催（東京・参加21ヶ国）
1958年　 3月 道場を移転　春日町道場 500畳と６小道場
1964年  10月 第18回東京オリンピックにて初めて柔道競技開催
（参加27ヶ国）
1965年  10月 嘉納履正 IJF 会長選に敗れる。P・パーマー（英国）
会長に就任






1987年  11月 サルキス・カログリアン（アルゼンチン）IJF 会長
に就任
1989年  10月 会長不信任案可決。ローリー・ハーグレーブ IJF 会
長代行就任
1991年　 7月 ルイス・バゲナ（スペイン）IJF 会長就任
1992年　 7月 女子柔道五輪種目となる（バルセロナ大会）




















海大学教授）に引き継がれた。山下氏が任期を終えた 2007 年までに約 33000
の柔道衣が 139 ヶ国に送られている。2008 年からは講道館、NPO 法人柔道ソ
リダリティー（理事長山下泰裕）が継続して行っている。



















































































「Judo gives its students a code of ethics, a way of living, and a 
way of being.
They learn how to control their feelings, emotions, and impulses. 
They learn about values of perseverance, respect, loyalty, and 
discipline. Judo students develop an outstanding work ethic, as well 
as important social manners and etiquette. They learn to overcome 
their fears, and to show courage under pressure. Through 
competition and the rigors of daily practice, they learn about justice 
and fairness. Through their experience, they learn about politeness, 
modesty, and many other wonderful values that contribute to their 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































相手に直接打撃を与えることもよく、特に足技を重視する。体重別 10 階級制で ,
リングの中で 3 ラウンド制で試合し、KO かポイントで勝負を決する。










































































1. 『琉球拳法唐手』船越義珍　1922 年（2006 年復刻版　榕樹書林）
2. 『増補空手道教範』船越義珍　廣文堂　1941 年
3. 『拳法概説』三木二三郎・高田瑞穂　1929 年（2002 年復刻版　榕樹書林）
4. 『唐手拳法』陸奥（旧姓高田）瑞穂　1933 年（1999 年復刻版　榕樹書林）
5.  『攻防拳法空手道入門』、摩文仁賢和・仲宗根源和　1938 年（2006 年復刻版
榕樹書林）







2.  『沖縄空手古武道事典』高宮城繁・新里勝彦・仲本政博　2008 年　柏書房
沖縄空手古武道の歴史、展開及びその主な流派をまとめる事典。




















Ⅰ . 武道の伝統（江戸時代までの流れ ; 年表その1）　　
時代 年代 日本社会の動き 武道の伝統
??
794 年 桓武天皇　平安京に遷都 平安時代に、射礼・騎射・相撲節会、
宮中の年中行事となる
10 世紀ごろ 武士の誕生 この頃、日本刀（鎬・弯刀造）誕生
1180 年代 源平合戦 武士の間で、弓馬の術の発達
??







1392 年 足利義満、南北朝統一 この頃、太刀に代わって打刀が普及する
???



























1716 年～ 将軍吉宗の享保の改革 武芸奨励、流鏑馬復興、『本朝武芸小伝』
少し前から竹刀・防具の改良始まる
1767 年～ 田沼意次の商業振興策 防具を着け竹刀で打ち合う撃剣が普及
??1787 年～ 松平定信の寛政の改革 全国で多く出来た藩校で、武芸の奨励
より実戦的な形の新流派も展開1800 年～ 外国船接近、一揆相次ぐ
1841 年～ 水野忠邦の天保の改革 撃剣が農民層にも広がる。武者修行も
??














時代 年号 西暦 日本社会の動き　 年号 武道のあゆみ
????






　　10 1877 西南戦争 　　10 警視庁の抜刀隊が活躍、伝統
武術見直しへ
警視庁で撃剣・柔術の稽古　　14 自由民権運動盛ん
15～ 松方財政（紙幣整理） 　　15 嘉納治五郎、講道館を設立
　　16 言論統制強化、鹿鳴館 　　16 文部省、撃剣・柔術の学校教
育への採用の可否を諮問
　　17 デフレ不況、秩父事件 　　17 体操伝習所、採用は否の答申





　　32 1899 新渡戸『武士道』（英文） 　　32 武徳会の武徳殿完成
37～8 1904 日露戦争に勝つ 　　38 武徳会、武術教員養成所開校


















　　13 明治神宮競技大会開始 　　13 武徳会は競技会に不参加、
　　14 普通選挙法・治安維持法 　　15 文部省「剣道・柔道」に改正
????
昭和4 1929 世界恐慌始まる 昭和4 御大礼記念天覧武道大会（柔・
剣道の高段者の全国大会）
　　6 満州事変 　　6 中学校・師範学校で柔・剣道
が必修となる　　7 満州国建国、国際連盟調査

















































































40 日韓基本条約、べ平連運動 42 高校で弓・なぎなた正科可。
東京教育大学に武道学科新設43 明治100年、GNP 世界２位
43～4 全国で大学紛争 43 日本武道学会設立。杖道形





年号 西暦 日本社会の動き 年号 武道のあゆみ　
????
昭和45 1970 大阪万国博覧会 45 国際剣道連盟、世界空手道連
合設立46 ドル・ショック（変動制へ）






51 ロッキード事件、政界激震 52 日本武道協議会発足（10団体）
54 第２石油危機“Japan as No1”
53 古武道大会（翌年古武道協会）
55～ 1980 貿易黒字増で貿易摩擦激化 55 武道館、武道大学設立決議
居合道制定形３本追加58～ 「戦後政治の総決算」行革




62 国鉄 JR ６社に分割民営化 62 『武道憲章』制定























15 イラク戦争始まる 15 国際武道シンポジウム開催
17 愛・地球博覧会 17 EXPO 剣道フェスティバル






21 政権交代、民主党政権に 21 日本武道館、“Budo” 発行
22 2010 尖閣問題起きる。APEC 首脳会議、横浜で開催 22
柔道第26回世界選手権大会、
東京で開催
23 3・11大震災、福島原発事故 23 学校での柔道事故が問題に













































　  　加盟団体　　　　　 組織成立年 　　  現在の公表登録有段者数＊
● 全日本柔道連盟  昭和24年 20.3万人 （登録）〔講道館有段者は別〕
● 全日本剣道連盟 　　27年 142.9万人
　 （居合道・杖道 31年加入 居合道８万人、杖道1.9万人）
● 全日本弓道連盟 　　28年 13万人
● 日本相撲連盟 　　21年 7000人＊ （国内人口7.5万人＊）
● 全日本空手道連盟 　　39年 30万人＊ （国内人口250万人＊）
● 合気会 　　23年 18.2万人 （国内人口100万人＊）
● 少林寺拳法連盟 　　32年 ４万人＊  （会員14万人＊）
● 全日本なぎなた連盟  　　30年 5500人 （国内人口6.5万人＊）



















































































































































世界初の英語剣道専門誌 “Kendo World" 創立者・編集長
主な著書：『武士道のエトスとその歩み : 武士道の社会学的考
察』（思文閣出版）、“Naginata：The Deﬁnitive Guide”（KW 
Publications）、編著『日本の教育に武道を』（明治図書）、編著“Budo 
















1975 年、1978 ～ 1981 年全日本柔道体重別選手権　優勝
1981 年世界柔道選手権優勝　柔道８段
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